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 京都精華大学は、自由自治を建学理念に掲げ、世界人権宣言にもとづく人間尊重を教育

の基本理念とする大学として、学生・教員・職員をはじめとする全構成員が、互いの差異

を通じてともに成長してゆく組織を目指します。そのために、本学ではダイバーシティを

「多様なバックグラウンドや属性を持つ人々が違いを受容し合い、対等に機会が開かれる

こと」と定義し、これを推進します。 

 

 年齢、人種、性別、身体的特徴、性表現など表面的に認識されやすいものから、国籍、

宗教、家庭環境、出自、働き方、性自認、性的指向など表面からは認識されにくいものま

で、私たちは 1 人 1 人異なる属性を複数持っているはずです。誰もが多様で差異がある、

という考えに立ち、一部のバックグラウンドや属性を理由にした不自由、差別や排除がな

いキャンパス環境を、修学・教育・研究・就労の観点から活動方針に沿って着実に整えま

す。 

 

 本学の考えるダイバーシティ推進とは、制度や仕組みの整備のみを指すのではありませ

ん。人間の多様さに触れる機会を学内の様々な場面で継続的に設けることで、共生の意識

を醸成します。違いを理解しようとするプロセスで生まれる「価値観の変化」や「他者へ

の想像力」こそが新しい発見や思考につながり、構成員全体の創造性を高めると考えるか

らです。変化し続け不安定さが増す今後の世界において、新しい価値をもたらすことがで

きる大学であるために、ここにダイバーシティのさらなる推進を宣言します。 
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